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防災（評価）

 公 共 事 業 新 規 評 価 調 書 （維 持 系）
課　　　名
事 業 区 分

経済性・施工性に優れた工法を検討し採用する。現場発生材の有効活用や再生材等の安価な材料を使用する。

公共事業新規評価調書

事業概要 判断

評価指標：道路の役割

教育
施設
（小・
中学
校・
高
校）

市役
所･役
場・ま
たは
公共
施設

病院 集会
場

福祉
施設

駅・
公園
等

商店
街

バス
路線

防災
施設

施設
数計

施設数
による点
数

迂回路
無し

迂回距
離が２
km以
上追加

迂回路
有り

迂回路
による点
数

百万円 ｍ ｍ ｍ2 該当要件に○を記入 (80) 該当要件に○を記入 (20) (100) 該当要件に○を記入(60) 該当要件に○を記入(80) (80) (20) (100) (60) 箇所数を記入 (60) (60) (40) (0) (60) (60) (30) (20) (20) (20) (10) (30) (10) (10) (10) (100)

佐賀 1 (一) 池原古湯線 佐賀市 富士町杉山 208 公共 H30 500 5.0 2,500 ﾓﾙﾀﾙ法面補修 ○ 80 0 80 ○ ○ 80 693 10 90 1 1 40 40 40 60 10 10 10 10 80 A A A Ⅰ

唐津 2 (一) 池原古湯線 唐津市 七山池原 13 公共 H29 60 13.0 780 ﾓﾙﾀﾙ法面補修 ○ 80 0 80 ○ ○ 80 693 10 90 1 1 2 60 40 40 60 10 10 10 10 80 A A A Ⅰ

唐津 3 (一) 藤川二丈線 唐津市 七山白木 38 公共 H29 240 12.0 2,880 ﾓﾙﾀﾙ法面補修 ○ 80 0 80 ○ ○ 80 757 10 90 1 1 2 60 40 40 60 10 10 10 10 80 A A A Ⅰ

唐津 4 (一) 七山唐津線 唐津市 浜玉町東山田 15 公共 H29 80 12.0 960 ﾓﾙﾀﾙ法面補修 ○ 80 0 80 ○ ○ 80 948 10 90 1 1 2 60 40 40 60 10 10 10 10 80 A A A Ⅰ

東部 5 (主) 中原三瀬線 神埼市 脊振町服巻 36 公共 H30 80 6.0・5.0 350 ブロック積 ○ 80 0 80 ○ ○ 80 705 10 90 1 1 40 40 40 60 20 20 10 10 90 A A A Ⅲ

唐津 6 (主) 厳木富士線 唐津市 厳木町下田 114 公共 H31 250 5.5 1,375 擁壁工 ○ 80 0 80 ○ ○ 80 1,442 10 90 1 1 1 3 60 40 40 60 10 10 10 10 80 A A A Ⅲ

杵藤 7 (一) 竹崎上田古里線 太良町 大浦 52 公共 H30 175 4.0 700 擁壁工 ○ 80 0 80 ○ ○ 80 3,050 10 90 1 1 2 60 60 60 60 10 10 10 10 80 A A A Ⅰ

道路防災
種　　　別 道　　　路 維 持 管 理
本部・部名 県土整備部 道　路　課 事　業　名 道路整備交付金事業費(防災・安全社会資本整備交付金)

事

業

地

事業目的 落石や道路法面崩落の恐れがある箇所に対策工を施すことにより、危険箇所の解消を図り、災害の未然防止や道路交通の安心・安全を確保する。

定性評価

自然環境保
全

自然環境にできるだけ影響を与えない工法を選定する。

生活環境対
策

排ガス対策型機械の使用、副産物処理の適正処理、再生材使用による資源の有効活用等を行う。

コスト縮減策

そ の 他

事

務

所

名

箇

所

番

号

道

路

種

別

路

線

名

工

法

評価指標：点検及びプログラム
点数計

評価指標：損傷の程度

事業費

公

共

単

独

の

別

完

成

予

定

年

度

評価視点：位置付け 評価視点：必要性・効果

評価指標：交通量
点数計

全

体

額

延

長

幅

員

・

法

長

平

積

点数計
Ⅰ優先
的に事
業を実
施

Ⅱ事業
を実施

Ⅲ事業
実施を
見合わ
せる

点数 点数 ①斜面
の表面
に浮
石、転
石の存
在する
箇所

②斜面
に崩壊
性の土
質、岩
質が存
在する
箇所

③既設
対策工
が老朽
化し、
効果が
発揮さ
れてい
ない箇
所

④斜面
に岩盤
が露出
してい
る箇所

⑤地滑
り危険
箇所に
指定さ
れてい
るか、
地滑り
現象が
認めら
れる箇
所

⑥軟弱
地盤上
に道路
盛土が
なされ
ており、
沈下等
の変状
が認め
られる
箇所

評価

評価視点：実施環境

評価指標：公共施設、沿道状況等
評価指標：緊急輸送路

・観光ルート

主要幹
線（A)

通学路
の指定
の有無
及び今
後の整
備によ
る追加
指定の
有無

点数小計

半径１km以内の沿道施設状況による評価 迂回路の状況による評価

⑦擁壁
等の既
設構造
物の基
礎部分
の変状
やク
ラック、
ずれ等
の変状
が認め
られる
箇所

⑧波浪
の影響
を受け
る箇所
で、交
通に著
しく支
障を及
ぼす恐
れのあ
る箇所

⑨斜面
表面の
浮き
石、転
石小の
落石等
が発生
し確認
された
箇所

⑩斜面
が既に
一部崩
壊して
いる、ま
たはそ
の恐れ
が認め
られる
箇所

⑪地す
べり現
象が進
行して
いる箇
所

⑫重要
構造物
（トンネ
ル、橋
梁）及
びその
周辺で
道路施
設の変
状が認
められ
る箇所

計 現況交
通量（日
当たり）

点数 沿道状況による評価 観光地
と主要
幹線道
路を結
ぶ道路

点数小計 緊急輸
送道路
に位置
付けら
れてい
る道路

点数小計

Ｈ８道
路防災
総点検
要対策
箇所

橋梁の
２５ｔ荷
重化プ
ログラ
ム該当
橋梁

架設後
３０年
を経過
した橋
梁

前回塗
装後１
０年を
経過し
た橋梁

緊急点
検で対
策が必
要と判
断され
た箇所

通行規
制区間

渋滞対
策プロ
グラム
の渋滞
箇所

交通事
故多発
箇所

主要幹
線（B)

幹線道
路

補助幹
線道路

その他
国県道
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舗装補修（評価）

公 共 事 業 新 規 評 価 調 書 （維 持 系）
課　　　名
事 業 区 分

経済性・施工性に優れた工法を検討し採用する。路盤材、アスファルト等は、再生材等の安価な材料を使用する。

公共事業新規評価調書

事業概要 判断

評価指標：道路の役割

教育
施設
（小・
中学
校・高
校）

市役
所･役
場・ま
たは公
共施
設

病院 集会
場

福祉
施設

駅・公
園等

商店
街

バス路
線

防災
施設

施設
数計

施設数
による
点数

迂回
路無し

迂回
距離が
２km以
上追
加

迂回
路有り

迂回路
による
点数

百万円 ｍ ｍ ｍ2 (20) (20) (20) (20) (20) (20) (20) (20) (100) (60) (60) (60) (40) (100) (60) 箇所数を記入 (60) (60) (40) (0) (60) (60) (30) (20) (20) (20) (10) (30) (10) (10) (10) (100)

佐賀 1 (一) 別府牛津停車場線 多久市 東多久町 20 公共 H30 600 7.5 4,500 切削OL 20 20 20 20 80 3.4 30 30 5,428 30 60 2 1 1 4 60 0 0 60 10 10 10 10 80 A B A Ⅰ

唐津 2 (主) 浜玉相知線 唐津市 原,双水 72 公共 H30 2,000 7.25 15,000 切削OL 20 20 20 20 80 2.7 60 60 10,872 40 100 60 3 1 1 1 6 60 0 0 60 20 20 0 80 A A A Ⅰ

杵藤 3 一 久間深浦線 嬉野市 塩田町久間 62 公共 H30 600 7.0 4,200 舗装打換え 20 20 20 20 80 1.7 60 60 5,762 30 90 1 2 1 1 1 6 60 0 0 60 10 10 0 70 A A B Ⅰ

佐賀 4 (国) 444号 小城市 芦刈町 52 公共 H30 1,200 8.5 10,200 切削OL 20 20 20 20 80 3.5 30 30 16,938 40 70 60 2 1 2 3 5 1 14 60 60 60 60 20 20 10 10 10 90 A B A Ⅲ

佐賀 5 (主) 多久若木線 多久市、武雄市 52 公共 H30 1,800 7.5 13,500 切削OL 20 20 20 20 80 1.9 60 60 5,579 30 90 1 1 2 60 40 40 60 10 10 10 10 80 A A A Ⅲ

東部 6 国 385号 神埼郡 吉野ヶ里町 104 公共 H30 1,000 6.5 6,500 舗装打換え 20 20 20 20 80 3.5 30 30 11,986 40 70 1 1 1 3 60 60 60 60 20 20 10 10 90 A B A Ⅲ

東部 7 国 264号 三養基郡 みやき町 67 公共 H30 780 7.5 5,850 切削OL 20 20 20 20 80 4.4 30 30 17,367 40 70 1 1 1 3 60 40 40 60 20 20 10 10 90 A B A Ⅲ

杵藤 8 国 207号 白石町 戸ヶ里 104 公共 H32 600 6.0 5,100 舗装打換え 20 20 20 20 20 100 3.8 30 30 15,969 40 70 60 1 2 3 60 0 0 60 20 20 10 10 90 A B A Ⅲ

杵藤 9 国 444号 白石町 福富 36 公共 H30 350 6.5 2,930 舗装打換え 20 20 20 20 80 2.4 60 60 16,938 40 100 60 1 1 2 60 0 0 60 20 20 10 10 90 A A A Ⅲ

杵藤 10 国 498号 武雄市 若木町川古、桃川 145 公共 H31 1,600 6.0 11,200 切削OL 20 20 20 20 80 2.0 60 60 13,407 40 100 60 1 1 1 3 60 0 0 60 20 20 10 10 90 A A A Ⅲ

Ⅰ優先
的に事
業を実
施

Ⅱ事業
を実施

Ⅲ事業
実施を
見合わ
せる

緊急輸
送道路
に位置
付けら
れてい
る道路

点数小計

現状 点数 通学路
の指定
の有無
及び今
後の整
備によ
る追加
指定の
有無

半径１km以内の沿道施設状況による評価 迂回路の状況による評価

点数小計 主要
幹線
（A)

主要
幹線
（B)

幹線
道路

補助
幹線
道路

その他
国県
道

①ＭＣＩ値 現況交
通量
（日当た
り）

わだち
掘れに
より、通
行車両
や通行
人に障
害が発
生して
いる箇
所

舗装の
劣化が
激しい
箇所

カーブ
区間及
び交差
点付近
などの
偏荷重
のかか
る箇所

大型車
の通行
が多い
箇所

沿道が
家屋連
担地区
であり、
通行車
両の騒
音に配
慮すべ
き箇所

通行規
制区間

渋滞対
策プロ
グラム
の渋滞
箇所

交通事
故多発
箇所

評価

評価視点：実施環境

評価指標：公共施設、沿道状況等
評価指標：緊急輸送路

・観光ルート

②事業
（交通
安全事
業等）と
の関連
により、
舗装の
補修が
必要な
箇所

計 沿道状況による評価 点数小計 観光
地と主
要幹
線道
路を結
ぶ道
路

点数計

点数

工
法

評価指標：事前調査
点数計

評価指標：損傷の程度

事業費

公
共
単
独
の

別

完
成
予
定
年

度

評価視点：位置付け 評価視点：必要性・効果

評価指標：交通量
点数計

全
体
額

延
長

幅
員
・
法
長

平
積

事
業
地

事業目的
舗装の経年劣化に伴う路面の凹凸やひび割れの発生により、走行性が悪化し、車両通行に支障を来している箇所に補修を施し、道路交通の安全性及び
快適性の確保を図る。

定性評価

自然環境保
全

自然環境にできるだけ影響を与えない工法を選定する。

生活環境対
策

排ガス対策型機械の使用、副産物処理の適正処理、再生材使用による資源の有効活用等を行う。

コスト縮減策

そ の 他

事
務
所
名

箇
所
番
号

道
路
種
別

路
線
名

舗装補修
種　　　別 道　　　路 維 持 管 理
本部・部名 県土整備部 道　路　課 事　業　名 道路整備交付金事業費(防災・安全社会資本整備交付金)
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